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総合工学委員会・機械工学委員会合同 
計算科学シミュレーションと工学設計分科会 
計算力学小委員会（第２４期・第１回） 

議事録 
 
日時：平成３０年４月１０日（火）１５：００～１７：００ 
会場：日本学術会議６回 ６－Ａ（１）会議室 
出席者（敬称略）： 
    吉村忍、越塚誠一、萩原一郎、矢川元基、岡田裕、海保真行、土谷隆、 
    寺田賢二郎、西村直志、平野徹 
欠席者（敬称略）： 
    大島まり、古田一雄 
 
配布資料 
 資料１ 24 期計算科学シミュレーションと工学設計分科会設置申請書 
 資料２ 24 期計算力学小委員会設置申請書 
 資料３ 24 期計算力学小委員会委員名簿 
 資料４ 第７回計算力学シンポジウムポスター 
 資料５ 計算力学参照基準 
 資料６ 分離融合／医工連携・計算科学シミュレーション先端基盤国際共同拠点 
 資料７ 提言「社会的課題に立ち向かう『総合工学』の強化推進」 
 追加机上配布 学術の大型研究計画について 
 
議事： 
１）経緯説明 
 ・吉村世話人より本小委員会の経緯の説明があった。 
 
２）委員自己紹介 
 ・出席委員より自己紹介があった。 
 
３）役員決定 
 ・本小委員会の委員長には萩原一郎委員が満場一致で選出された。 
 ・萩原委員長の指名により、副委員長は矢川元基委員、幹事は寺田賢二郎委員と越塚誠

一委員に決定した。 
 
３）23 期の振り返り 
 ・毎年恒例として実施している計算力学シンポジウムについて資料４を用いて説明され

た。 
 ・計算力学参照基準（報告）（資料５）について説明された。 
 ・大型研究計画（資料６）について説明された。 
 ・総合工学委員会の提言（資料７）について説明された。 
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４）24 期の活動方針と計画 
 ・24 期にも大型研究計画を提案するものとし、平野委員と越塚委員が吉村委員と相談し

つつ案を作成することになった。 
 
５）第８回計算力学シンポジウムについて 
 ・幹事学会は一巡し、第８回は日本機械学会計算力学部門（越塚委員）が幹事を務める。 
 ・本年度の開催は 12 月１2 日（水）に決定。 
 ・９月にはプログラムを決定し、各協賛団体の ML 等を通して宣伝する。 
 ・各委員に、関係学会からの若手講演者の推薦を幹事より依頼し、７月には登壇者を決

める。 
 ・パネルセッションのテーマは大型研究計画の内容とする。パネリストは第 1 部(人文・

社会科学)、第 2 部（生命科学）、第 3 部（理学・工学）から各 1 名ずつ、および少なく

とも 1 名を民間から推薦してもらう。 
 
６）その他 
 ・次回の委員会開催は第 8 回計算力学シンポジウムの昼休みの時間帯に開催する。 
・新たな参加学協会として自動車技術会が推薦され承認された。 

 
 

以上 


